
第３回

「じゅうたんは不思議な魅力を持った織物！？」

日本でも2006年から実施されることが多くなったサイエンスカフェを開催し、科学者と一般の

市民の距離を短く気軽に科学などの話題について自由に語り合います。

今回は民族芸術学の研究者である国立民族学博物館 名誉教授杉村 棟 先生に来ていた

だいて、ペルシャなどの絨緞、染織や現地調査の話題についてお話いただきます。

■ 日 時 平成23年2月19日（土） １３時 ～ １５時 まで

■ 場 所 手織り工房 「祐」 (三田市・フラワータウン駅横 フローラ８８ ３階)

■ 人 数 20名 ( 事前申し込みを！ )

■ 対 象 関心をお持ちの市民の方々

■事前に「はがき」・「ＦＡＸ」か「メール」でご連絡下さい。

■申し込み・ 問い合わせ先

〒669-1322      三田市すずかけ台3–5–4–10–705        

Fax 079 – 559 – 4300 mail   sakais@jttk.zaq.ne.jp

■主催： 三田を知る会(NPO法人認証申請予定)、 財団法人ひょうご科学技術協会

大学コンソーシアムひょうご神戸社会連携委員会

■協力： 神戸大学サイエンスショップ、 ひょうごサイエンス・クロスオーバーネット

※ このイベントはJST地域ネットワーク支援事業の支援を受けて開催されます。

サイエンスカフェ

中東及び中央アジアの絨毯の歴史(美術工芸史、社会経済史)、技術(織機、染色)、

デザイン(文様構成、文様の伝播と変容)等の広範な観点から、

文様のもつ象徴性、遊牧社会における絨毯の製作と機能、都市における絨毯の

生産と交易、染色の地域性などや、基礎になる素材や染料についての研究成果に

ついて、また、フィールドワークでの珍しい話題を提供していただきます。

国立民族学博物館 名誉教授
すぎむら とう

杉村 棟 氏

ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ ： 上智大学を卒業後、ミシガン大学（アメリカ）

において美学・美術史を専攻されPh.D

（Doctor of Philosophy） 取得 。

国立民族学博物館教授、龍谷大学教授

を経て、現在は名誉教授。

専門分野は絨緞を中心とした民族芸術学。

話題提供の後、自由に語り合う
新しいコミュニケーションを ！

サイエンスカフェひょうご ジョイント企画


